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二
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宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。
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十
八
年
三
月
三
十
一
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宮
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委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
規
程
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
五
号

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三
年
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

告
示
第
四
十
一
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
局
（
以
下
「
局
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
標
準
的
な
職
）

第 

二
条　

標
準
的
な
職
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
制
上
の
段
階
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

職
制
上
の
段
階

標
準
的
な
職

一 　

規
程
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
局
長
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す

る
支
局
長

局
長

二 　

規
程
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
次
長
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る

副
支
局
長
及
び
支
局
次
長
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
副
参
事
及
び
主
幹

次
長

三　

規
程
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
任
主
査
及
び
主
査

主
任
主
査

四 　

規
程
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
事
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す

る
主
事

主
事

　

（
標
準
職
務
遂
行
能
力
）

第 

三
条　

前
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
標
準
的
な
職
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
的
な

職
ご
と
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

標
準
的
な
職

標
準
職
務
遂
行
能
力

一　

局
長

一　

倫
理

局
の
課
題
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

高
い
倫
理
観
を
有
し
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
職

務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
立
案

所
管
す
る
事
務
の
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
実
現
可
能

性
の
高
い
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

判
断

局
の
責
任
者
と
し
て
、
組
織
目
標
の
達
成
に
向
け
た

適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

説
明
・
調
整

所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
う
と
と
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も
に
、
関
係
者
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
組
織
方
針
の

実
現
に
向
け
、
相
互
理
解
と
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

五　

業
務
運
営
・
遂
行

経
営
資
源
の
有
効
活
用
や
業
務
見
直
し
を
図
る
な

ど
、
局
の
責
任
者
と
し
て
積
極
的
、
意
欲
的
に
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

組
織
統
率
・
人
材
育
成

部
下
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
適
切
な

業
務
配
分
と
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
人
間
性

に
合
わ
せ
た
指
導
・
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二　

次
長

一　

倫
理

担
当
業
務
の
第
一
線
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
課
題

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で

職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
立
案

担
当
す
る
事
務
の
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
効
果
的
な

政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

判
断

担
当
業
務
に
つ
い
て
、適
切
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

四　

説
明
・
調
整

担
当
業
務
に
つ
い
て
論
理
的
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
関
係
者
と
意
思
疎
通
を
図
り
相
互
理
解
と
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

想
定
さ
れ
る
障
害
や
リ
ス
ク
を
見
込
み
な
が
ら
進
行

管
理
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
て
適
切
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

人
材
育
成
・
活
用

業
務
の
繁
閑
を
考
慮
し
た
業
務
配
分
を
行
う
と
と
も

に
、
部
下
の
人
間
性
に
合
わ
せ
た
指
導
・
育
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

三　

主
任
主
査

一　

倫
理

所
属
組
織
に
お
け
る
監
督
的
立
場
を
自
覚
し
、
責
任

を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ

謙
虚
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
課
題
対
応

担
当
業
務
の
問
題
点
を
把
握
し
、
効
果
的
な
施
策
を

企
画
・
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

協
調
性

上
司
や
同
僚
、
関
係
機
関
等
の
担
当
者
と
協
力
的
な

関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

四　

折
衝
・
応
対

担
当
業
務
に
つ
い
て
、
相
手
の
意
向
を
正
し
く
理
解

し
た
う
え
で
的
確
な
説
明
を
行
い
、
関
係
者
か
ら
十

分
な
理
解
と
納
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

所
属
組
織
の
目
標
達
成
に
向
け
て
業
務
全
体
を
整

理
、
把
握
し
、
改
善
意
欲
を
持
っ
て
確
実
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

主
事

一　

倫
理

責
任
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実

か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

二　

企
画
・
課
題
対
応

担
当
業
務
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
学
び
、
業
務
に

活
用
し
て
い
る
。

三　

協
調
性

組
織
の
方
針
や
上
司
の
指
示
を
正
し
く
理
解
し
、
同

僚
等
と
協
働
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

折
衝
・
応
対

担
当
業
務
に
つ
い
て
課
題
を
客
観
的
に
整
理
し
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

担
当
業
務
に
つ
い
て
改
善
に
取
り
組
み
、
積
極
的
に

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
そ
の
他
）

第 

四
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号

　

宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
代
表
監
査
委
員　
　

工　
　

藤　
　

鏡　
　

子　
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宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程

　

（
趣
旨
）

第 
一
条　

こ
の
訓
令
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
五
号

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
標
準
的
な
職
）

第 

二
条　

標
準
的
な
職
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
制
上
の
段
階
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

職
制
上
の
段
階

標
準
的
な
職

一 　

宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令

第
一
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。）
第
五
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
局
長
及
び

同
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
理
事
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階

局
長

二 　

規
程
第
五
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
次
長
、
同
条
第
二
項
の
表
に
掲
げ
る
監
査

監
並
び
に
同
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
参
事
及
び
技
術
参
事
の
属
す
る
職
制
上
の

段
階

次
長

三 　

規
程
第
五
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
課
長
、
同
条
第
二
項
の
表
に
掲
げ
る
監
査

専
門
監
並
び
に
同
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
副
参
事
及
び
技
術
副
参
事
の
属
す
る

職
制
上
の
段
階

課
長

四 　

規
程
第
五
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
課
長
補
佐
、
同
条
第
二
項
の
表
に
掲
げ
る

副
監
査
専
門
監
並
び
に
同
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
主
幹
及
び
技
術
主
幹
の
属
す

る
職
制
上
の
段
階

課
長
補
佐

五 　

規
程
第
五
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
主
任
主
査
、
主
査
及
び
技
術
主
査
の
属
す

る
職
制
上
の
段
階

主
任
主
査

六 　

規
程
第
五
条
第
四
項
の
表
に
掲
げ
る
主
事
、
技
師
及
び
技
師
（
運
転
技
術
）
並

び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
技
師
（
運
転
技
術
主
任
）
の
属
す
る

職
制
上
の
段
階

主
事
又
は
技
師

　

（
標
準
職
務
遂
行
能
力
）

第 

三
条　

前
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
標
準
的
な
職
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
的
な

職
ご
と
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

標
準
的
な
職

標
準
職
務
遂
行
能
力

一　

局
長

一　

倫
理

局
の
重
要
課
題
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
高
い
倫
理
観
を
有
し
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢

で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

構
想

所
管
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
大

局
的
な
視
野
と
将
来
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
局
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
。

三　

判
断

局
の
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

迅
速
に
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

説
明
・
調
整

所
管
行
政
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
組
織
方
針
の
実
現
に
向
け
て
、
困
難
な
状
況
に

あ
っ
て
も
、
関
係
者
と
粘
り
強
く
調
整
を
重
ね
、
相

互
理
解
と
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
運
営

組
織
活
力
の
向
上
を
意
識
し
、
経
営
資
源
の
有
効
活

用
や
業
務
見
直
し
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
。

六　

組
織
統
率

職
員
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
指
導
力

を
発
揮
し
、
組
織
を
牽
引
し
て
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

二　

次
長

一　

倫
理

担
当
分
野
の
重
要
課
題
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
高
い
倫
理
観
を
有
し
、
誠
実
か
つ
謙
虚

な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

構
想

所
管
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
県

の
将
来
を
見
据
え
て
、
担
当
分
野
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
基
本
的
な
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

三　

判
断

担
当
分
野
の
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
、迅
速
に
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

説
明
・
調
整

所
管
行
政
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
組
織
方
針
の
実
現
に
向
け
て
、
局
長
を
補
佐
し
、
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困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
関
係
者
と
粘
り
強
く
調

整
を
重
ね
、
相
互
理
解
と
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

五　

業
務
運
営

組
織
活
力
の
向
上
を
意
識
し
、
経
営
資
源
の
有
効
活

用
や
業
務
見
直
し
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
。

六　

組
織
統
率

職
員
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
指
導
力

を
発
揮
し
、
部
下
を
統
率
し
て
組
織
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

課
長

一　

倫
理

課
の
課
題
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

高
い
倫
理
観
を
有
し
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
職

務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
立
案

所
管
す
る
行
政
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
実
現
可
能
性

の
高
い
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

判
断

課
の
責
任
者
と
し
て
、
組
織
目
標
の
達
成
に
向
け
た

適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

説
明
・
調
整

所
管
行
政
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
関
係
者
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
組
織
方
針
の
実

現
に
向
け
、
相
互
理
解
と
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

五　

業
務
運
営
・
遂
行

経
営
資
源
の
有
効
活
用
や
業
務
見
直
し
を
図
る
な

ど
、
課
の
責
任
者
と
し
て
積
極
的
、
意
欲
的
に
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

組
織
統
率
・
人
材
育
成

部
下
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
適
切
な

業
務
配
分
と
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
人
間
性

に
合
わ
せ
た
指
導
・
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

課
長
補
佐

一　

倫
理

担
当
業
務
の
第
一
線
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
課
題

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で

職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
立
案

担
当
す
る
行
政
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
効
果
的
な
政

策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

判
断

担
当
業
務
に
つ
い
て
、適
切
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

四　

説
明
・
調
整

担
当
業
務
に
つ
い
て
論
理
的
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
関
係
者
と
意
思
疎
通
を
図
り
相
互
理
解
と
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

想
定
さ
れ
る
障
害
や
リ
ス
ク
を
見
込
み
な
が
ら
進
行

管
理
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
て
適
切
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

人
材
育
成
・
活
用

業
務
の
繁
閑
を
考
慮
し
た
業
務
配
分
を
行
う
と
と
も

に
、
部
下
の
人
間
性
に
合
わ
せ
た
指
導
・
育
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

五　

主
任
主
査

一　

倫
理

所
属
組
織
に
お
け
る
監
督
的
立
場
を
自
覚
し
、
責
任

を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ

謙
虚
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
課
題
対
応

担
当
業
務
の
問
題
点
を
把
握
し
、
効
果
的
な
施
策
を

企
画
・
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

協
調
性

上
司
や
同
僚
、
関
係
機
関
等
の
担
当
者
と
協
力
的
な

関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

四　

折
衝
・
応
対

担
当
業
務
に
つ
い
て
、
相
手
の
意
向
を
正
し
く
理
解

し
た
う
え
で
的
確
な
説
明
を
行
い
、
関
係
者
か
ら
十

分
な
理
解
と
納
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

所
属
組
織
の
目
標
達
成
に
向
け
て
業
務
全
体
を
整

理
、
把
握
し
、
改
善
意
欲
を
持
っ
て
確
実
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

主
事
又
は
技
師

一　

倫
理

責
任
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実

か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

二　

企
画
・
課
題
対
応

担
当
業
務
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
学
び
、
業
務
に

活
用
し
て
い
る
。
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三　

協
調
性

組
織
の
方
針
や
上
司
の
指
示
を
正
し
く
理
解
し
、
同

僚
等
と
協
働
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

折
衝
・
応
対

担
当
業
務
に
つ
い
て
課
題
を
客
観
的
に
整
理
し
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

担
当
業
務
に
つ
い
て
改
善
に
取
り
組
み
、
積
極
的
に

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
そ
の
他
）

第 

四
条　

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

収
用
委
員
会

　

宮
城
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会　
　
　

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

宮
城
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
収
用
委
員
会
運
営
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
収
用
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
十
一
条
第
三
項
の
表
上
席
主
幹
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

　

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

　
　
　

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
に
お
け
る
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
訓
令
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
五
号

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
標
準
的
な
職
）

第 

二
条　

標
準
的
な
職
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
制
上
の
段
階
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

職
制
上
の
段
階

標
準
的
な
職

一 　

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
規
程
第
一
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
局
長
の

属
す
る
職
制
上
の
段
階　

局
長

二 　

規
程
第
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
次
長
並
び
に
同
条
第
三
項
に
掲
げ
る
主
幹
及
び

技
術
主
幹
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階

次
長

三 　

規
程
第
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
主
任
主
査
並
び
に
同
条
第
三
項
に
掲
げ
る
主
査

及
び
技
術
主
査
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階

主
任
主
査

四 　

規
程
第
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
主
事
及
び
技
師
並
び
に
同
条
第
三
項
に
掲
げ
る

補
助
員
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階

主
事

　

（
標
準
職
務
遂
行
能
力
）

第 

三
条　

前
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
標
準
的
な
職
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
的
な

職
ご
と
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

標
準
的
な
職

標
準
職
務
遂
行
能
力

一　

局
長

一　

倫
理

局
の
課
題
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

高
い
倫
理
観
を
有
し
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
職

務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
立
案

所
管
す
る
漁
業
に
関
す
る
事
項
を
的
確
に
捉
え
、
実

現
可
能
性
の
高
い
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三　

判
断

局
の
責
任
者
と
し
て
、
組
織
目
標
の
達
成
に
向
け
た

適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

説
明
・
調
整

所
管
す
る
漁
業
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
者
と
信
頼
関
係
を
築

き
、
組
織
方
針
の
実
現
に
向
け
、
相
互
理
解
と
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
運
営
・
遂
行

経
営
資
源
の
有
効
活
用
や
業
務
見
直
し
を
図
る
な

ど
、
局
の
責
任
者
と
し
て
積
極
的
、
意
欲
的
に
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

組
織
統
率
・
人
材
育
成

部
下
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
適
切
な

業
務
配
分
と
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
人
間
性

に
合
わ
せ
た
指
導
・
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二　

次
長

一　

倫
理

担
当
業
務
の
第
一
線
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
課
題

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で

職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
立
案

担
当
す
る
漁
業
に
関
す
る
事
項
を
的
確
に
捉
え
、
効

果
的
な
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

判
断

担
当
業
務
に
つ
い
て
、適
切
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

四　

説
明
・
調
整

担
当
業
務
に
つ
い
て
論
理
的
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
関
係
者
と
意
思
疎
通
を
図
り
相
互
理
解
と
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

想
定
さ
れ
る
障
害
や
リ
ス
ク
を
見
込
み
な
が
ら
進
行

管
理
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
て
適
切
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　

人
材
育
成
・
活
用

業
務
の
繁
閑
を
考
慮
し
た
業
務
配
分
を
行
う
と
と
も

に
、
部
下
の
人
間
性
に
合
わ
せ
た
指
導
・
育
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

三　

主
任
主
査

一　

倫
理

所
属
組
織
に
お
け
る
監
督
的
立
場
を
自
覚
し
、
責
任

を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ

謙
虚
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

企
画
・
課
題
対
応

担
当
業
務
の
問
題
点
を
把
握
し
、
効
果
的
な
施
策
を

企
画
・
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

協
調
性

上
司
や
同
僚
、
関
係
機
関
等
の
担
当
者
と
協
力
的
な

関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

四　

折
衝
・
応
対

担
当
業
務
に
つ
い
て
、
相
手
の
意
向
を
正
し
く
理
解

し
た
う
え
で
的
確
な
説
明
を
行
い
、
関
係
者
か
ら
十

分
な
理
解
と
納
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

所
属
組
織
の
目
標
達
成
に
向
け
て
業
務
全
体
を
整

理
、
把
握
し
、
改
善
意
欲
を
持
っ
て
確
実
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

主
事

一　

倫
理

責
任
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誠
実

か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

二　

企
画
・
課
題
対
応

担
当
業
務
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
学
び
、
業
務
に

活
用
し
て
い
る
。

三　

協
調
性

組
織
の
方
針
や
上
司
の
指
示
を
正
し
く
理
解
し
、
同

僚
等
と
協
働
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

折
衝
・
応
対

担
当
業
務
に
つ
い
て
課
題
を
客
観
的
に
整
理
し
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

業
務
遂
行

担
当
業
務
に
つ
い
て
改
善
に
取
り
組
み
、
積
極
的
に

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
そ
の
他
）

第 
四
条　

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


